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10 年後、20 年後の介護と看護サービスの姿は？
未来の介護と看護を考えるための幅広い統計集。

要介護者のニーズとは、介護者の「仕事と介護の両立」のためにできることとは。施設介護、居宅介護の在
り方は。介護・看護について知りたい最新データを集録。ホスピタリティの改善、取組み等に役立ちます。

介護・看護サービス
統計データ集2024

● 要介護・要支援認定者数の推移　　256万人（2000 年度）→　682万人（2020 年度）
● 85 歳以上の要介護・要支援認定者数 男性　90万人　女性　277万人
● 要介護・要支援認定者で居宅サービス受給者（1ヵ月平均）の推移
　 124万人（2000 年度）→　393万人（2020 年度）
● 要介護・要支援認定者で地域密着型サービス受給者（1ヵ月平均）の推移
　 16万人（2006 年度）→　87万人（2020 年度）
● 要介護・要支援認定者で施設サービス受給者（1ヵ月平均）の推移
　 60万人（2000 年度）→　96万人（2020 年度）
● 男性の年齢による介護サービス受給者の割合の推移
　 2.4％（65 ～ 69 歳）→　15.2％（80 ～ 84 歳）→　71.8％（95 歳以上）
● 女性の年齢による介護サービス受給者の割合の推移
　 1.8％（65 ～ 69 歳）→　21.5％（80 ～ 84 歳）→　87.6％（95 歳以上）
● 全国の介護保険施設の数（2021 年 10 月）
　 介護老人福祉施設　8,414施設　　 介護老人保健施設　4,279施設　　 介護医療院　617施設
　 介護療養型医療施設　421施設
● 全国の介護保険施設における定員（病床数）（2021 年 10 月）
　 介護老人福祉施設　59万人　　 介護老人保健施設　37万人　　 介護医療院　4万人
　 介護療養型医療施設　1.4万床
● 全国の病院の病床数……150万床（2021 年 10 月）
　 精神病床　32万床　　感染症病床　1,893床　　 結核病床　3,944床　　療養病床　28万床
　 一般病床　89万床　　一般診療所　8.4万床
● 療養病床の在院患者延数の推移　　121万人（2005 年）→　89万人（2021 年）
● 療養病床の新入院患者数の推移　　39万人（2005 年）→　43万人（2021 年）
● 医師数の推移　……26万人（2000 年）→　34万人（2020 年）
● 薬剤師数の推移　……22万人（2000 年）→　32万人（2020 年）
● 看護師数の推移　……65万人（2000 年）→　128万人（2020 年）
● 医療・福祉の就業者の推移……474万人（2002 年）→　891万人（2021 年）
● 医療・福祉の就業者の割合の推移……7.5％（2002 年）→　13.3％（2021 年）



三冬社ホームページには すべてのデータ集を掲載　https://www.santho.net/

マーケティング調査・企画提案・研究・経営改善・講義・論文作成に

A4 判　2022 年 12月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-092-3

70 歳雇用延長で働き甲斐が問われる日本！
諸外国と比べて低下した生産性の向上が問われている。
少子高齢社会に向けた対策を考えるための総合統計集。

少子高齢社会
総合統計年報 2023

図表グラフが900点以上
介護・看護サービスに関するあらゆるデータを集録。

主な内容紹介

第１章  高齢者・要介護者に関するデータ
高齢者・要介護等認定者数の推移 / 介護が必要となった原因・高
齢患者の状況 / 高齢者の食習慣 / 高齢者の健康状況 / 高齢者の食
生活満足度・食事の用意ができなくなった時の希望 / 要介護者の
生活 - 千葉県浦安市 - / 健康寿命・平均寿命・死因　など

第2章   介護者に関するデータ
主な介護者の状況 / 介護と仕事の両立に関する意識 / ビジネスケ
アラーアンケート / 介護離職の動向 / 在宅介護に関する調査 / 介
護費用の負担　など

第3章   介護サービス＆医療に関するデータ
介護サービス施設・事業所の状況 / 医療施設・療養病床・介護療
養病床 / 医師・歯科医師・薬剤師等の状況 / 二次医療圏別の平均
在院日数・病床利用率 / 介護医療院 / ケアマネジャーによる保険
外サービスの提案 / 介護事業経営実態　など

第4章   介護保険・高齢者医療に関するデータ
公的介護保険制度の現状と動向 / 介護保険事業状況 / 介護給付の
状況 / 後期高齢者利用制度 / 国民医療費 / 厚生年金保険・国民年
金事業　

第5章   介護・看護従事者の労働に関するデータ
介護労働者の就業状況 / 看護師・准看護師の就業状況 / 介護労働
者の就業意識 / 看護職員の労働実態 / 介護施設の夜勤実態 / 介護
従事者の給与等の引き上げ状況 / 外国人介護人材の現状　など

第6章   将来の高齢者介護と医療に関するデータ
財政から見た高齢者介護と医療 /2022 年度予算の国の一般歳出に
おける社会保障関係費 / 社会保障を支える人材 / 介護の各施設の
経営状況 / 介護労働の課題 / 訪問診療・訪問介護の将来需要　な
ど
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3 介
護が必

要とな
った原

因・高
齢患者

の状況

厚生労
働省「

2022（
令和4

）年　
国民生

活基礎
調査の

概況」
「令和

2年（
2020）

患者調
査の概

況」「
令和2

年患者
調査」

1-3-1
男女別

、介護
が必要

となっ
た原因

上位（上位5位）（2022年）（複数回答）

図表

0

10,000

20,000

（10万対
）

30,000

18,474
16,331

17,903

9,726

14,034

6,454

7,094
4,316

10,650

3,590
24,928

23,425

22,218

20,376
17,623

女性 n=65,223男性 n=34,777総数 n=100,000

関節疾
患

脳血管
疾患（

脳卒中
）

骨折・
転倒

認知症

高齢に
よる衰

弱

出典：
厚生労

働省「
2022（令

和 4）年
　国民

生活基
礎調査

の概況
」

1-3-2
現在の

要介護
度別、

介護が
必要と

なった
主な原

因の構
成割合

（2022年6月）

図表
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6.0

5.9

4.7

3.2
4.4

16.1

10.3

12.0

14.5

17.5

19.6

28.0

26.3

不詳

わから
ない

その他
の原因

高齢に
よる

衰弱

骨折・
転倒

認知症

関節疾
患

心疾患

（心臓
病）

脳血管
疾患

（脳卒
中）

要介護
5

要介護
4

要介護
3

要介護
2

要介護
1

要支援
2

要支援
1

総数

21.5

22.1

21.5

16.5

23.7

13.2

19.5

15.5

12.6

10.9

13.9

12.2

19.6
13.1

11.0

2.7

2.1

1.3

1.4

0.8

2.6

22.5

22.1

28.3

11.2

8.8

6.8

12.8

18.7

11.3

1.71.5

2.1

2.0

0.8

1.31.0

0.5
0.3

0.60.8

1.1
－

（注）
「総数

」には
、要介

護度不
詳を含

む。

出典：
厚生労

働省「
2022（令

和 4）年
　国民

生活基
礎調査

の概況
」

〔上記
「その

他の原
因」の

詳細〕
 

（単位
：％）

総 数
要支援

1
要支援

2
要介護

1
要介護

2
要介護

3
要介護

4
要介護

5

悪性新
生物（

がん）

2.7

1.9

2.3

3.0

3.2

2.4

3.3

3.9

呼吸器
疾患

2.0

2.8

2.1

0.9

3.0

1.6

1.8

1.0

パーキ
ンソン

病

3.5

3.1

1.7

2.5

3.9

4.9

4.4

10.5

糖尿病

2.9

3.0

2.3

2.3

3.1

5.4

0.8

1.9

視覚・
聴覚障

害

1.1

2.1

0.5

1.4

1.0

0.1

0.6

0.8

脊髄損
傷

2.2

2.1

2.9

1.3

3.4

1.4

2.6

1.0

その他

7.1

7.1

9.7

5.1

6.1

6.7

8.6

9.2
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1-13-1
将来、排

せつ等の
介護が必

要な状態
になると

考えた時
の不安点

（複数回答）

図表
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26.9
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85歳以上 n=299

75 ～ 84歳 n=882

65 ～ 74歳 n=1,233

全体 n=2,414
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13 高齢
者が介護

について
思うこと

内閣府「令和4年 高齢者の健康に関する調査結果（全体版）」（郵送調査）

2022年10月～11月調査、全国の65歳以上（2022年10月1日現在）の男女（施設入所者は除く。）対象（有効回収数：2,414）

※こちらの調査結果は、1章4「高齢者の健康状態・意識」と同回答者のため、その結果とあわせて見られるようにお勧めしたい。

〈自身は、将来、身体が虚弱になって、日常生活を送る上で、排せつ等の介護が必要な状態（要介護 2 程度）になると考えた時、具体的にどんなことが不安か〉

n

家
族
に
肉
体
的
・
精
神
的

負
担
を
か
け
る
こ
と

身
体
の
自
由
が
き
か
な
く

な
る
こ
と

介
護
に
要
す
る
経
済
的

負
担
が
大
き
い
こ
と

特
に
理
由
は
な
い
が
、

漠
然
と
不
安
を
感
じ
る

人
生
の
楽
し
み
が
感
じ
ら

れ
な
く
な
る
こ
と

費
用
が
高
い
た
め
、
希
望

す
る
介
護
施
設
等
に
入
れ

な
い
こ
と

介
護
を
し
て
く
れ
る
家
族

が
い
な
い
こ
と

施
設
の
空
き
が
な
い
た
め
、

希
望
す
る
介
護
施
設
等
に

入
れ
な
い
こ
と

現
在
の
住
宅
の
構
造
に

問
題
が
あ
る
こ
と

男
性

65～74歳
606

67.5
52.5

44.2
26.6

37.5
27.7

12.5
15.3

15.2

75～84歳
421

64.8
47.3

36.8
31.4

25.2
28.3

11.4
10.7

9.7

85歳以上
112

64.3
42.9

28.6
36.6

21.4
21.4

12.5
8.9

7.1

女
性

65～74歳
627

69.9
63.2

47.0
34.0

29.8
36.0

17.7
15.9

18.5

75～84歳
461

61.8
52.1

36.0
41.4

28.4
27.3

15.8
13.2

11.1

85歳以上
187

56.7
49.7

26.7
37.4

23.5
25.1

8.6
12.8

12.3

都
市
規
模

大都市
626

64.7
54.8

43.0
35.0

35.3
30.2

18.5
15.2

12.9

中都市
975

64.9
55.3

38.9
33.7

29.4
28.6

12.8
13.1

13.6

小都市
589

68.6
50.8

38.7
33.3

24.3
29.5

11.5
13.1

14.1

町 村
224

62.9
50.4

40.2
28.6

30.4
30.4

12.9
14.7

15.2

n

収
入
が
な
く
な
る
こ
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

方
法
や
手
続
き
が
わ
か

ら
な
い
こ
と

介
護
に
関
す
る
情
報
が

少
な
い
こ
と

緊
急
の
場
合
に
対
応
で
き

る
病
院
や
診
療
所
が
近
く

に
な
い
こ
と

身
元
保
証
人
が
い
な
い

た
め
、
介
護
施
設
等
に

入
れ
な
い
こ
と

特
に
不
安
な
こ
と
は
な
い

現
在
す
で
に
介
護
を
受
け

て
い
る

不
明
・
無
回
答

男
性

65～74歳
606

18.3
9.7

9.2
4.3

2.8
4.6

0.3
4.6

75～84歳
421

11.4
8.8

10.5
5.5

2.1
3.3

2.1
8.6

85歳以上
112

9.8
11.6

11.6
4.5

－
3.6

5.4
5.4

女
性

65～74歳
627

15.5
10.4

8.0
4.6

1.9
3.5

0.6
2.7

75～84歳
461

9.8
11.9

8.0
5.9

1.5
3.5

2.2
6.7

85歳以上
187

6.4
8.6

7.0
5.3

0.5
1.6

14.4
5.3

都
市
規
模

大都市
626

14.7
11.8

11.0
5.1

2.4
3.4

2.1
4.6

中都市
975

12.4
11.4

8.0
4.4

1.6
2.8

3.0
5.9

小都市
589

12.9
7.0

7.0
4.8

1.7
4.4

1.5
4.2

町 村
224

15.6
8.5

11.2
7.6

2.2
5.8

3.1
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14 要介護者の生活－千葉
県浦安市－

浦安市「浦安市日常生活圏域ニーズ調査 集計結果報告書（令和2年3月）」（郵送調査）

2019年12月〜2020年1月調査、浦安市民対象（全体：40歳以上の市民、一般高齢者：65歳以上の要介護認定を受けていない者、

要介護者：要介護認定を受けている者）　※この調査結果のうち、要介護認定を受けている者の回答を重点的に抜き出し作図掲

載している。尚、一部は参考比較のため全体も掲載している。

1-14-1 回答者の年齢分布（全体）図表
1-14-2 回答者の年齢分布（要介護

者）
図表

無回答
2.7%

100歳以上
0.1%95〜99歳

0.6% 90〜94歳

85〜89歳

80〜84歳

75〜79歳

70〜74歳

65〜69歳

64歳以下

全体
n=10,660

7.7%

19.2%

25.3%20.4%

13.6%

7.3%
3.1%

無回答
100歳以上
0.5%

95〜99歳
90〜94歳

85〜89歳

80〜84歳

75〜79歳

70〜74歳

65〜69歳
64歳以下

全体
n=1,672

3.6%
4.8%

10.5%

16.3%

22.6%

20.8%

12.3%

3.1%

5.3%

1-14-3 回答者の家族構成（全体）図表
1-14-4 回答者の家族構成（要介護

者）
図表

無回答

その他

息子・娘
との2世帯

夫婦2人暮らし
（配偶者64歳以下）

夫婦2人暮らし
（配偶者65歳以上）

1人暮らし

全体
n=10,660

21.8%

34.8%

5.6%

16.8%

12.1%

8.9%

無回答

その他

息子・娘
との2世帯

夫婦2人暮らし
（配偶者64歳以下）

夫婦2人暮らし
（配偶者65歳以上）

1人暮らし

全体
n=1,672

23.0%

30.4%

2.8%

23.0%

11.7%

9.1%

1-14-5
普段の生活における介護・

介助

の必要性（全体）図表
1-14-6

普段の生活における介護・
介助

の必要性（要介護者）図表

無回答

現在、何らかの
介護を受けている

何らかの介護・
介助は必要だが、
現在は
受けていない

介護・介助は
必要ない

全体
n=10,660

79.2%

6.0%

13.2%

1.5%

無回答

現在、何らかの
介護を受けている

何らかの介護・
介助は必要
だが、現在は
受けていない

介護・介助は必要ない

全体
n=1,672

11.5%

14.7%

70.5%

3.3%
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1-1-1
男女・

年齢5歳
階級別

、高齢
者人口

（2017年及び2022年10月1日）と要介
護等認

定者数
（2017年

及び2022年9月末）　

図表

（注）
1　要介

護等認
定者は

、第 1号被
保険者

。人口
は、総

人口。

2　数値
は百の

位を切
り捨て

計上。

出典：
総務省

統計局
「人口

推計（
令和 4年 10月 1日現

在）」、
厚生労

働省「
介護保

険事業
状況報

告（暫
定）（令

和 4年 9月分
）」を基

に三冬
社作成

1-1-2
男女別

、要介
護等認

定者数
（2022年9月末）

図表

（注）
保険者

が国民
健康保

険団体
連合会

に提出
する受

給者台
帳を基

にした
もので

あり、
提出後

に要介
護度が

溯って
変更に

なる場
合があ

る。

出典：
厚生労

働省「
介護保

険事業
状況報

告（暫
定）（令

和 4年 9月分
）」

1 高齢
者・要

介護等
認定者

の現状

総務省
統計局

「人口
推計（

令和4年
10月1日

現在）」
、厚生

労働省
「介護

保険事
業状況

報告（
暫定）（

令和4年
9月分）

」「介護
保険事

業状況
報告（

暫定）（
令和5年

4月分）
」

（単位
：人）

男
性

区分

要支援
1

要支援
2

要介護
1

要介護
2

要介護
3

要介護
4

要介護
5

総数

第1号被保
険者

310,345
270,681

471,645
392,823

294,247
250,606

154,384
2,144,731

65歳以上
70歳未満

15,444
16,219

21,721
21,638

15,284
13,634

10,833
114,773

70歳以上
75歳未満

35,243
34,998

50,871
48,743

35,707
31,383

22,758
259,703

75歳以上
80歳未満

48,402
44,612

71,779
62,514

44,758
38,884

26,187
337,136

80歳以上
85歳未満

77,706
62,378

111,560
86,709

63,086
53,046

33,171
487,656

85歳以上
90歳未満

82,837
66,701

124,641
95,055

71,015
59,323

33,756
533,328

90歳以上

50,713
45,773

91,073
78,164

64,397
54,336

27,679
412,135

第2号被保
険者

6,591
10,499

12,196
15,286

10,819
8,984

8,523
72,898

合計

316,936
281,180

483,841
408,109

305,066
259,590

162,907
2,217,629

女
性

区分

要支援
1

要支援
2

要介護
1

要介護
2

要介護
3

要介護
4

要介護
5

総数

第1号被保
険者

664,518
670,158

954,194
749,792

612,387
620,983

424,572
4,696,604

65歳以上
70歳未満

15,256
16,875

17,005
15,635

10,489
10,171

9,393
94,824

70歳以上
75歳未満

49,384
49,165

50,901
41,269

28,703
27,789

22,698
269,909

75歳以上
80歳未満

102,004
89,369

103,276
71,971

50,615
47,584

37,321
502,140

80歳以上
85歳未満

191,659
165,895

212,253
139,281

100,400
93,655

67,734
970,877

85歳以上
90歳未満

198,143
201,971

294,939
215,473

165,390
157,931

106,655
1,340,502

90歳以上

108,072
146,883

275,820
266,163

256,790
283,853

180,771
1,518,352

第2号被保
険者

5,558
9,112

9,022
11,550

7,810
7,226

7,544
57,822

合計

670,076
679,270

963,216
761,342

620,197
628,209

432,116
4,754,426

0

2,000

4,000

6,000

（千人
）

496

1,173

2,157

3,009

3,629

4,798

681

1,430

2,392

3,151

4,405

3,665

0

2,000

4,000

6,000

（千人
）

1,559

2,222

3,137

3,730

4,120

5,123

1,955

2,526

3,351

3,878

4,932

3,869

65歳以
上

70歳未
満

70歳以
上

75歳未
満

75歳以
上

80歳未
満

80歳以
上

85歳未
満

85歳以
上

90歳未
満

90歳以
上

301

456

471

332

215

154

412

533

487

337

259

114

1,212

1,223

1,000

526

246

133

1,518

1,340

970

502

269

94

うち2022年要介
護等認

定者

2022年人口

男性

女性

うち2017年要介
護等認

定者

2017年人口

在宅介護に関する調査

107

1

5

3

4

6

2
介
護
者
に
関
す
る
デ
ー
タ

2-8-1 自身が自宅介護をする中で不安はあるか
図表

85％

15％

不安がない

不安がある

全体
n=500

2-8-2 自宅介護で不安に思うこと（複数回答）
図表

0 20 40 60
（％）

47

35

33

33

27
入浴介助

移動・歩行介助

睡眠時の安静
状態・見守り

トイレ介助

食事介助

全体
n=500

2-8-3 要介護者の食事について（複数回答）
図表

0 20 40 60 80
（％）

66

57

46

44

28
好きなものを
食べてほしい

栄養がある・
栄養バランスの

良いものを
食べてほしい

食事を
楽しんでほしい

おいしく
食べてほしい

事故なく、安全に
食べてほしい

全体
n=500

2-8-4 自宅介護の平均的な時間（複数回答）
図表

1回あたりの
平均的な時間（分）

全体 （n=500） 24.5
歩行介助・外出介助 55.9
食事介助

36.9
（要介護者の衣類の）洗濯 35.2
入浴介助・清拭

29.2
排泄介助

15.7
更衣介助・身体整容 15.3（要介護者の居室の）
清掃・ゴミ出し 13.3
起床・就寝介助・体位変換 11.9

2-8-5 1週間に8回以上行うこと（複数回答）
図表

0 20 40 60
（％）

43

43

37

33

26
起床・就寝介助

体位交換

更衣介助・
身体整容

服薬介助

排泄介助

食事介助

全体
n=500

2-8-6 食事の計算について
図表

全体
n=9,999

していない

自分以外の人がしている

自分でしている

30％

23％

47％ 全体
n=500

8 在宅介護に関する調査
ネスレ ヘルスサイエンス調べ「在宅介護に関する調査」（インターネット調査）
2023年2月調査、要介護度3～5を持つ家族と同居し、在宅介護を行う40歳～79歳の男女500名対象

2-8-7 利用しているサービス（複数回答）　
図表

2-8-8 （2-8-7で「食事関連」を選択した者へ）利用している食事関連のサービス（複数回答）
図表

0 20 40 60 80
（％）

62

57

7

14

31
その他

当てはまるものはない

（要介護者の衣類の）
洗濯

食事関連

入浴介助（デイサービス、
在宅介護サービス）

全体 n=500

0 20 40 60
（％）

50

17

16

13

4
介護用ではない

宅配食を頼んでいる

介護用の市販食や
宅配食を頼んでいる

介護サービスに食事の介助を頼んでいる

介護サービスに食事の用意を頼んでいる

デイサービスの昼食を利用

n=235

〈自身が自宅介護をする中で不安に思っていること〉

〈自身が現在利用しているサービスや製品〉
〈自身が現在利用している「食事関連」のサービスや製品〉

〈自身が自宅介護をする中で1 週間に 8 回以上行うもの〉

〈自身が自宅介護をする中で1 回当たりにかけている平均的な時間〉

〈要介護者の食事について、当てはまる気持ちや考え〉

〈要介護者の食事の計算は、自身でしているか〉
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6 介護の各施設の経営状況
（独）福祉医療機構「2021年度（令和3年度）特別養護老人ホームの経営状況について」「2021年度（令和3年度）小規模多機能

型居宅介護の経営状況について」「2021年度（令和3年度）訪問介護の経営状況について」

6-6-1 特別養護老人ホームの赤字施設割合とサービス活動収益対サービス活動増減差額比率の

推移（2016年度〜2021年度） 

図表

0

20

40

60
（％）

35.2
33.9 33.8 34.0 35.2

42.0

サービス活動増減差額比率（右軸）

2021（年度）

2020
2019

2018
2017

2016

赤
字
施
設
割
合

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
差
額
比
率

0

2

4

6
（％）

2.7
2.7

2.7
2.7

2.6

1.4

赤字施設割合（左軸）

0

20

40

60
（％）

31.0 31.7
29.1

28.2 29.0 30.5

2021（年度）

2020
2019

2018
2017

2016

0

2

4

6
（％）

5.5
5.5 5.8

5.8

5.3

4.8

サービス活動増減差額比率（右軸）

赤字施設割合（左軸）

赤
字
施
設
割
合

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
差
額
比
率

6-6-2 特別養護老人ホーム1）の経営状況（2020年度・2021年度）

図表

指標名
単位

従来型

ユニット型

2020 年度
2021 年度

差（2021 － 2020） 2020 年度
2021 年度

差（2021 － 2020）

施設数

―
1,864

1,756
―

3,186
3,190

―

定員数（特養入所）
人

70.0
70.3

0.3
58.6

58.4
△0.2

定員数（短期入所）
人

13.1
13.2

0.1
13.2

13.3
0.0

利用率（特養入所）
% 

94.2
93.7

△0.6
94.4

93.8
△0.6

利用率（短期入所）
% 

79.7
79.7

△0.0
77.0

77.3
0.3

要介護度（特養入所）
―

3.99
3.98

△0.01
3.89

3.88
△0.01

利用者単価

円
12,265

12,406
141

14,453
14,565

112

処遇改善加算（I）算定率（特養
入所）

% 
92.0

92.7
0.7

94.3
95.2

0.9

利用者10人当たり従事者数
人

6.65
6.68

0.03
7.92

7.98
0.06

　うち介護職員数

人
4.16

4.20
0.04

5.40
5.44

0.03

定員1人当たりサービス活動収益 千円 
4,130

4,158
29

4,870
4,883

13

人件費率　

% 
65.4

65.9
0.5

62.7
63.1

0.4

経費率

% 
27.8

28.3
0.5

24.5
24.7

0.1

サービス活動増減差額比率
% 

2.6
1.4

△1.2
5.3

4.8
△0.5

経常増減差額比率

% 
2.9

1.6
△1.3

4.6
4.1

△0.5

従事者1人当たり人件費
千円 

4,403
4,468

64
4,179

4,202
23

赤字施設割合

% 
35.2

42.0
6.7

29.0
30.5

1.5

注：1）特養併設の短期入所を含む。

出典：（独）福祉医療機構「2021 年度（令和 3 年度）特別養護老人ホームの経営状況について」

〈従来型〉

〈ユニット型 〉

特別養護老人ホームリサーチ結果に係る留意点

・本稿は、福祉医療機構の貸付先のうち地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護を含む介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）4,946 施設を

対象に分析を行った。運営主体はいずれも社会福祉法人であり、運営主体が公立のものを含んでいない。

小規模多機能居宅介護のリサーチの留意点

・開設後 1 年未満の事業所は含まない。

・2021 年度データのうち 83.8％が社会福祉法人、6.7％が医療法人、6.5％が営利法人、2.9％がその他である。

・従事者に係る指標は常勤従事者数（常勤換算後の非常勤従事者の人数を含む）により算出した。

訪問介護のリサーチの留意点
・開設後 1 年未満の事業所は含まない。

・従事者に係る指標は常勤従事者数（常勤換算後の非常勤従事者の人数を含む）により算出した。

（注）経常増減差額が 0 円未満を赤字とした

出典：（独）福祉医療機構「2021 年度（令和 3 年度）特別養護老人ホームの経営状況について」

高齢者・要介
護者等のいる

世帯の状況

27

2

5

3

4

6

1
高
齢
者
・
要
介
護
者
に

関
す
る
デ
ー
タ

68.9

31.1

女性

男性

性別

0
20 40 60 80 100

（％）

25.3

15.3 0.022.8

31.126.9

30.1
17.6

17.0
6.0

5.0

1.3

1.6

不詳80歳以上70～79
60～69

50～59
40～49

40歳未満

女性
男性

女性
不詳

男性

性別

0
20 40 60 80 100

（％）

不詳80歳以上70～79
60～69

50～59
40～49

40歳未満

女性
男性

71.1

26.0
0.7

1.7

0.8
6.6

3.0

10.2
43.7

41.041.4

38.25.0

7.0

1.8

0.7

1.2

1-2-8 要介護者等の
年齢階級別、

要介護者等の
いる世帯の世

帯構造別、構
成割合

図表

0
20

40
60

80
100
（％）

90歳以上

85～ 89歳

80～ 84歳

75～ 79歳

70～ 74歳

65～ 69歳

40～ 64歳

総数

その他の世帯

三世代世帯

核家族世帯

単独世帯

16

11

10

8

6

13

16

28

11

3

3

5

4

7

12

18

44

67

65

62

64

53

39

22

29

19

21

25

26

27

32

32

（注）1　数値は四
捨五入してい

るため合計が
100％に合わな

い場合がある

2　割合につ
いては、「2022年・4介護票　第

011表　介護を
要する者数」

を基に三冬社
算出。

1-2-11 要介護者等と
同居の主な介

護者の年齢組
合せ別の割合

の年次推移（2
001年〜202

2年）

図表

0

20

40

60

80
（％） 75歳以上同士

65歳以上同士

60歳以上同士

18.718.7
19.619.6

24.924.9
25.525.5

29.029.0
30.230.2

33.133.1

40.640.6
41.141.1

47.647.6 45.945.9

51.251.2

54.754.7

59.759.7

54.454.4

58.158.1
58.958.9

62.762.7

69.069.0
70.370.3

74.274.2

2019
2022
（年）

2016
2013

2010
2007

2004
2001

35.735.7

63.563.5

77.1

（注）2016年の数値は
、熊本県を除

いたものであ
る。

1-2-9
要介護者等と

の続柄別、主
な介

護者の構成割
合

図表

1-2-10
男女・年齢階級

別、同居及び別
居

の家族等の主な
介護者の構成割

合

図表

配偶者

子

子の配偶者 父母
0.1%

その他の親族
不詳

その他

事業者

別居の家族等

同居
45.9％

5.4%

16.2%

22.9%

11.8%

15.7%

0.6%

26.0%1.2%

同居の
主な介護者

（注）男性の
「同居の主な

介護者」の年
齢不詳はいな

い。

〈同居の主な
介護者〉

〈別居の家族
等〉
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8 仕事と介護の両立困難による経済損失
経済産業省「令和4年度ヘルスケアサービス社会実装事業（サステナブルな高齢化社会の実現に向けた調査）概要報告書」6-8-1 家族介護者・ビジネスケアラー・介護離職者の人数の推移（2012年〜2040年）

図表
6-8-2 2030年における経済損失（億円）の推計
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介護離職による
代替人員採用に
係るコスト
1,162億円

介護離職による
育成費用損失額2）

1,289億円

介護離職による
労働損失額

仕事と介護の
両立困難による
労働生産性損失額1）

合計
9兆1,792億円

79,163億円

10,178
億円

注：1）2012年及び 2017年の家族介護者・ビジネスケアラーの数は就業構造基本調査結
果より

：2）2012年～ 2020年の介護離職者数は雇用動向調査結果より ：3）就業構造基本調査における有業者のうち「仕事が主な者」をビジネスケアラーと
して定義している。有業者全体（仕事は従な者を含む）まで広げた場合には、
2030年時点で 438万人と推計される。今後、女性の社会進出や高齢者の雇用促進
等に伴い、数値はさらに上振れする可能性もある。：4）介護離職者数の将来推計は、厚生労働省「雇用動向調査（平成 29年～令和 3年）」
をもとに算出したものであり、将来的な施策効果等は加味していない。

（注）その他の推計値は、各調査における年齢階層別人数割合と将来推計人口の掛け合わせ
により算出。

出所：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29年 4月推計）中位推計」、
総務省統計局「就業構造基本調査（平成 24年、平成 29年）」、厚生労働省「雇用動
向調査（平成 25年～令和 3年）」

注：1）ビジネスケアラーの生産性損失は、経済産業省委託調査（日本総研）「介護をしな
がら働いている方に向けたWEBアンケート調査」 （n=2,100）の結果を基に算出（＝
約 27.5%） 

：2） 介護離職者の勤続年数は、大卒年齢である 22歳から、雇用動向調査において最も
人数が多い 55歳～ 59歳階層の中央となる 57歳まで勤続した場合の年数（＝ 35年）
と仮定。

出所：経済産業省「2022 年経済産業省企業活動基本調査速報（2021年度実績）調査結果
の概要」、産労総合研究所「教育研修費の実態調査における 2017～ 2021年の一人
あたり研修費（5年平均）」、株式会社リクルートキャリア就職みらい研究所「就職
白書 2020」より日本総研作成

6-8-3 2020年時点の年齢階層別、ケアラー人数推移
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注：1）出所において 10歳単位のデータであるため、5年後の推計はなし。
出所：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29年 4月推計）中位推計」及び総務省統計局「就業構造基本調査（平成 24年度、平成 29年度調査）」を基に日本総研作成
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14 介護医療院厚生労働省「介護医療院の開設状況等（令和5年3月末日時点）」

3-14-1 介護医療院の施設数の推移

（2022年6月〜2023年3月） 

図表

3-14-2 介護医療院の療養床数の推移

（2022年6月〜2023年3月） 
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3-14-3 都道府県別、介護医療院の施設数（2023年3月31日時点）
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3-14-4 都道府県別、介護医療院の療養床数（2023年3月31日時点）

図表

0

600

1,200

1,800

2,400

（床） 3,000

沖
縄
県

鹿
児
島
県

宮
崎
県

大
分
県

熊
本
県

長
崎
県

佐
賀
県

福
岡
県

高
知
県

愛
媛
県

香
川
県

徳
島
県

山
口
県

広
島
県

岡
山
県

島
根
県

鳥
取
県

和
歌
山
県

奈
良
県

兵
庫
県

大
阪
府

京
都
府

滋
賀
県

三
重
県

愛
知
県

静
岡
県

岐
阜
県

長
野
県

山
梨
県

福
井
県

石
川
県

富
山
県

新
潟
県

神
奈
川
県

東
京
都

千
葉
県

埼
玉
県

群
馬
県

栃
木
県

茨
城
県

福
島
県

山
形
県

秋
田
県

宮
城
県

岩
手
県

青
森
県

北
海
道

2,460

685

158 164
390

46

499
378 321

618

1,251
1,097

2,214

883

1,534
1,604

1,057

391

157

627
505

2,358

1,710

354 330

2,595

898

1,414

597

341 443
624

758

2,251

1,911

799

466 516

1,822

2,802

427 553

1,780

438 454

1,186

354

20  介護・看護サービス統計データ集 2024

第1章

1-1-6 要介護1認定者の分布（2023年4月末）

図表

出典：厚生労働省「介護保険事業状況報告（暫定）（令和 5年 4月分）」を基に三冬社作成

1-1-5 要支援2認定者の分布（2023年4月末）

図表

出典：厚生労働省「介護保険事業状況報告（暫定）（令和 5年 4月分）」を基に三冬社作成
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使える！ わかる！

A4 判　2023 年 2月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-096-1

食品の製造原価と価格上昇で食の安全は守られている
のか？
消費者行動の変化を読み解くためのヒントを見つける
総合統計データ集。

食の安全と健康意識
データ集 2023

A4 判　2023 年 7月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-101-2

地震や津波、風水害など、被害想定が拡大するニッポ
ン！
各種災害から身を守る方法を検討するための幅広い統
計集。

災害と防災・防犯
統計データ集 2023

A4 判　2022 年 9月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-089-3

少子化・高齢化が進むニッポン！
数年後には、高齢者も減少する予想で、介護・看護サー
ビスの再構築のための豊富な資料を集めた統計集。
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